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変わりゆく大学・
ー高度成長期の専
多くの私立大学にとって、 高度成長期lま学生微をIII
S的に伸ばした時期であり、 大学の歴史を.り返る崎、
非常に大きな9ーニングポイントにあたる時期です.
専修大学の学生敏が一万人を突破したのも昭和39年
のことで、 まさに日本における高度成長期の真つ盛り
の頃でした.
高度成長期l主、 多摩区にも大きな変化をもたらしま
した. 従来、 この地崎直lま製や畿といったat量生E置が盛
んな、 a村人口比率の高い地調障でしたが、 人口の急滋
な流入によって郷市化していきます. その後も順聞に
人口を繕ゃい昭和47年にlま川.市が政令指定観市と
なり多摩区が飽き主します. 住宅開発にともない、 商底
衡も発展するなど町なみも大きく変重量したのです.
屋丞盆虚
1. 川鱒市多摩区の箆生-a.の町から住宅地へと・
2. 行S陸地としての多摩区・向ケ丘道園と水と織のまち・
3. 専修大学の*鰻・総合大学への進ー
4， 高度成長期の学生たち-一万人を飽す学生量生・
5. 学.紛争の君臨化
6. 高度成長期という時代
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向ケ丘遊園駅前 (北口)のサテライトキャンバス展示会場の様子。
昨年9月から10月にかけて、 小田急線向ケ丘遊園駅にほど近い、 専
修大学サテライトキャンパスにおいて、「変わりゆく大学・学生・町
なみ高度成長期の専修大学と多摩区-J (後援は川崎市多摩区、 川崎
市教育委員会)と題した企画展を開催した。 私立大学が軒並み学生数
を増やした高度成長期に焦点を当て、 大学の変容は地域にどのような
影響を与えたのか問うことによって、 地域と大学の関係性を考える一
つのきっかけにできればということがその目的であるO
写真を中心に、 当時の学生が使っていた教科書、 よく愛読されてい
た小説や漫画雑誌などを展示した。 サテライトキャンパスは展示施設
ではないため、 貴重資料を展示することができないこともあり、 雑誌
や書籍、 地図のような大量出版物を並べたが、 来館者には実際に手に
取ってページをめくってもらうなどの工夫を凝らした。
また10月9日には記念講演会を行った。 同日にあわせて行ったギャ
ラリートークの際は、 当時の地図を見ながら地元の方々から色々な話
をうかがうこともできた。 地域と大学を繋ぐという目的を少しでも果
たすことができたと思われるO 今後も大学史資料課として、 サテライ
トキャンパスにおいてこのような展示を行ってし1く予定であるO
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高度成長期を再現
高度成長期に大きく変容を遂げた大学と町の様ネを振り返る企画展が叩月げ臼まで、川崎市多摩区鐙戸の専修大学サテライトキャンパスで開かれている。岡大の主催。
(中馬健作)
当 時 の 写 真 や 地図、・絡
など約加点を展示。高度成長前の登戸駅周辺の田園風景や、開園前の向ケ丘遊園など、同区周辺のかつての町並みを示している。
1949年に現在の同区
にキャンパスを償いた岡大の歩みも紹介。激化する学生運動を収めた写真やピ ラなどのほか、当時の学生が用いた教科・ や 時 間 創 も 並ぶ。高度成長期が「大学生の数が増え、文化が切り替わってくる時期」(同大)であることを反映した当時の漫画雑誌や、学生の出入りも多かったというパチンコ慶や映画館の織子も展示されている。
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専大生の憩いの場であった「酒と中華ソパの庖」末広のノレン。
昭和30年代から40年代の学生によく読まれた
雑誌類も展示。
法学部の卒業生から寄贈された昭和40年代の
教科書。
